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１ 取組のタイトル 

生徒会や清掃活動の中で取り組む環境教育 

 

２ 取組の紹介 

（１）専門委員会・生徒会の活動 

学校の環境整備を担う環境委員会では，以下の活動をしています。 

・毎月 1回の古紙回収と定期的な掃除用具点検 

・ほうきのゴミ取り活動 

・年３回の美化週間（清掃強化期間）の計画から実行まで 

給食のマナーや食育推進を担う給食委員会では，以下の活動をしています。 

・給食のメニューや栄養素に関する話題を，昼の放送で広報 

・給食中のマナーや残食を減らすことを呼び掛け，ポスターを製作・掲示 

・ストローとストロー袋の回収・管理の徹底 

生徒会執行部では，あいさつ運動や桜の花びら掃き，落ち葉掃き，雪かき，特別養護老人ホーム

訪問などのボランティアを企画し，参加を呼び掛け，率先して活動をしています。委員会等の活

動を活性化することは，環境保全・美化活動への更なる取組とともに，学校や地域を愛する気持

ちが高まることと期待しています。 

（２）水筒持参の習慣 

平成２９年度の生徒総会で承認されて以来，生徒たちは日常の水分補給として水筒を持参して

います。中身は水かお茶，スポーツドリンクのみですが，毎日持参することができます。自分たち

で決めた意義を理解した上で，水筒持参の習慣が身に付いているため，弁当のときでもペットボ

トルや清涼飲料水を持ち込みません。自然とゴミを出さないことが身に付き，環境保全を目指し

た生活を実感しています。 

（３）清掃用具の工夫 

ワックス掛けの大掃除で，教室の床磨きに使用する洗剤を，地球環境にやさしい分解しやすい

ものに替えました。ワックスがけのモップも，洗うのが簡単でワックスの伸びもよいモップにし

ています。そのため，洗うために必要な水の量も使用するワックスの量も少なくな

り，「エコできれいになる掃除」を生徒に意識させながら清掃しています。 

（４）冬期間のお湯づくり 

冬期間の教室掃除では，ポット形式の加湿器で温まった水を使います。また，黒

や濃い色のビニールテープを巻いたペットボトルに水を入れ，朝から窓際に置くと，

午後には太陽熱によってお湯になったものも使います。生徒はこれらのお湯を使っ

た拭き掃除をしながら，少しの工夫でエネルギーの節約になることを身に付けてい

ます。 

（５）ＳＤＧｓの学習 

総合的な学習の時間にＳＤＧｓをテーマに調べ学習を行い，レポートにまとめて

発表を行いました。生徒一人ひとりが自分自身の生活を見直す良いきっかけとなりました。 

 

３ 取組の成果 

生徒自身の役割意識と奉仕への積極的な姿が，上級生の取組が下級生の模範となっています。特に

担当の生徒が，美しい環境をつくりたいという気持ちを持って取り組んでおり，活動中に「ありがと

う」と声を掛けられることは，更に意欲をかき立てています。そして，環境保全・美化は身近なとこ

ろから始まることを実感し，エコに対する意識が自然と身に付いていることがうかがえます。また，

ＳＤＧｓの学習を通して，一人一人がしっかり環境問題に向き合いました。 


